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新技術・情報名 畜産施設における市販脱臭剤の
脱臭効果

分類 ②

１成果 の内容

ｌ）技術、情報の内容及び特徴

近年、数多くの脱臭剤が市販されているが、その効果は不明なものが

多いため、一部の脱臭剤の脱臭効果について検討したが、脱臭効果があ

る製品は少ない。

（１）市販の脱臭剤は微生物類、植物質類が多く、製品の形状は約８０％が

粉状である。使用法は散布方式と飼料添加方式に大別されるが、散，布

方式が約７５％で多い。販売価格にはかなりの幅がある。植物及び鉱物

質類は微生物類に比べ単位当たりの使用量を多くする必要がある。

（２）悪臭，特にｱﾝﾓﾆｱｶ･スに対する脱臭効果は、植物及び鉱物質類の一部

の製品では即効性（約３０％の減臭）が認められるが、微生物類では短期

間での脱臭効果は期待できない。

（３）微生物類の脱臭剤Ａの適量を貯溜漕（６，３）と発酵舎（ｌ２４ｍ２）に噴霧し、

約７週間調査したが、貯溜漕では脱臭効果は認められなかった。発酵

舎では脱臭剤噴霧直後から４週間目まで品温が上昇し、逆にｱﾝﾓﾆｱｶ・ス

の発生が増加したため、４週間目に再噴霧したところ、アンモニアカ・スの発

生が急激に減少し、３週間目に対する４週間目以後の脱臭率は約８４％と

高率で推移した。

２）技術・情報の適用効Ｉ果

技術指導の基礎資料となる。

３）適用範囲

県内 一 円

４）成果の利活用・普及指導上の留意点（今後の問題も含む）

（１）鉱物質の一部の製品では、処理物重量の２０％を散布する必要がある。

(2)脱臭剤を選択する場合、経済性についても十分検討する必要がある。
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